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当社取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 
 

当社は、「取締役会評価に関する規程」に基づき、2018 年 12 月期を評価対象期間として取締

役会評価を行いましたので、その評価結果の概要を下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 評価の方法 

当社の取締役及び監査役全員に対し、取締役会に関するアンケートを実施し、全員から回答を

得ました。得られた回答をもとに当社取締役会において、評価結果の分析及び今後の課題につい

て議論いたしました。 

対 象 者：在籍取締役５名 監査役３名  計８名 

実施時期：2019 年２月～３月 

質問内容：第１．取締役会の構成に関する質問 ６項目 

第２．取締役会の運営に関する質問 ９項目 

第３．取締役会の議題に関する質問 13 項目 

第４．取締役会を支える体制に関する質問 ７項目 

回答方法：各項目３段階又は４段階評価及びコメント（理由・改善すべき点）を記載 

 

２. 評価結果の概要 

（１） 取締役会の構成に関して 

取締役会は、多彩な知識・経験・能力を有した取締役、社内外取締役及び監査役の

８名で構成されており、適切な規模であると評価される結果となりました。一方で、

赤浦氏の辞任を受け、社内外取締役のバランスや新たな社外取締役の追加は検討すべ

きとの意見がありました。 

（２） 取締役会の運営に関して 

取締役会の開催頻度、審議時間や自由な意見交換ができる環境づくり等は、適切な

運営がされているという評価結果となりました。一方で、取締役会に提出される資料

の配布時期や資料内容については改善の余地がある等の意見がありました。 

（３） 取締役会の議題に関して 

議題の選定、審議時間等は、おおむね適切に運営されているという評価となりまし

た。一方で、ガバナンス面、中期経営計画、リスク管理、代表取締役の後継者につい

ての議案をさらに検討すべき等の意見がありました。また、課題の認識、課題解決策、

企業戦略等についてはさらに議論すべきとの意見がありました。 

（４） 取締役会を支える体制に関する質問 

議題の情報提供の機会確保や外部専門家の活用等、取締役会を円滑に運営する体制

については、適切に整備されているという評価結果となりました。一方で、必要な情

報を適確に提供するための工夫や、独立した客観的な立場に基づく情報交換・認識共

有の機会確保については検討が必要等の意見がありました。 



上記 35 項目に対する回答結果として、肯定的な回答は約 90％、否定的な回答は約 10％であり、

当社の取締役会はおおむね適切に運営、機能しており、取締役会全体の実効性は確保されている

と判断しました。 

 

３. 今後の取り組み 

当社取締役会は、取締役会評価において認識された課題について、さらなる実効性向上のため

に必要な取組みを実施し、改善に努めてまいります。なお、取締役会の実効性評価につきまして

は、今後、継続的に実施し、評価の枠組みや評価手法の更なる改善に向けても検討を進めてまい

ります。 

 

以 上 

 

 


